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　目的　老後の生活の充実は、単に老後の過ごし方の問題にとどまらない。中年期をいか

に生きるかという課題とも関連がある。総理府調査によると近年、「自立できればあえて

結婚しなくともよい」と考える女性が増加している。女の幸せは結婚にあるという伝統的

な結婚観が崩れ、多様な生き方ヵぐ可能になってきているが、結婚せずに働き続けた女性の

場合に、仕事からの引退をどのように受けとめ、老後をどのように過ごしているのだろう

か。独身の女性教師について定年退職と老後の生活の問題を検討した。

　方法　1992年に福岡県内に居住する教員退職者に郵送調査を行い、55歳以上で退職し勤

続30年以上の者を選びだした。そのなかで女性は、有配偶が163人、離死別が61人、未婚

力湖人いた。定年退職した44人の未婚の女性教師を分析の対象とした。

　結果　４割の者が親族と同居し、一人で生活している者は６割である。年収200～300

万円が４割を占め、400万円以上は２割しかいない。しかし、９割以上の者が持ち家であ

り、定年後の生活に不安を感じていたという者は少ない。退職の受けとめ方や老後の生活

について、有配偶の女性教師と比べて差異はあまりみられない。大多数の者が仕事からの

引退を喪失感よりも解放感をもって受けとめ、達成感も強い。近所づきあいは乏しいが、

友人とは親密な交際が続いている。趣味や旅行などに加えて学習や奉仕活動にも積極的で

ある。日常生活で退屈や孤独を感じることはないが、将来の生活には不安を感じている。

それも予感に反して強くはない。さらに、過去の人生に満足している者が多い。

2Ta－3 教員の定年後生活　（第5報）一役割アイデンティティと定年後の生き方－

　　　　　　お茶女大　○大塚洋子　袖井孝子　横浜国際福祉専門　竹田久美子

　　　　　　共立女大　細江容子　群馬大　長譚美代子　大修館書店　福島裕子

　【目的】定年退職教員は、定年退職に伴う役割アイデンティティの変化と定年後の望まし

い生き方を考える上で、豊富な情報を与える調査対象である。特定な役割への同一化はそ

の後の役割や地位選択に影響を与え行動を動機づける主要な力となる。退職は、習慣的な
行動バターンに変化を与え、個人のライフスタイルに変化をもたらすことが避けられない

老年期に生じる個人にとり最も璽要な役割移行のひとつである。本研究では、生活の中心

であった職業役割からの移行がその後の生活への適応にどのような影響を及ぼしているか

を定年後の望ましい生き方と役割アイデンティティとの関連において調査検討する。

　【方法】岩手、新潟.神奈川、愛知、兵庫.福岡の各県在勤の公立小中学校の定年退職教

員のうち、1928年４月１日~ 1929年３月31日生まれの男性｡および1933年４月１日～1934年３月
31日生｡まれの女性、計1994票を対象として調査研究を行なった。（有効回収率71. OX)

　【結果】諸変数について定年後の生き方と役割アイデンティティとの関連を検討したとこ
ろ. 以下の点が明らかになった。
①役割アイデンティティ：女性は家族アイデンティティに集中する

まり特定のものに集中せず各役割アイデンティティに分散している
ほど個人アイデンンティテ1'が高い。③男性では都市規模が小さい

ンティティの比率が高い。砂無配偶者は家族アイデンティティ

学校では地域アイデンティティ、中学校では個人アイデンティ
後の生き方が活動参加型の者は都市規模が小さいほど比率が高

参加型の比率が高い。⑧無配偶者に活動参加型の比率が高い。
団体・地域アイデンティティに活動参加型の比率が高く家族ア
デンティティをもつ者に悠悠自適型の比率が高い。

102

が低

イ
　
゜
職
デ

テ
い
⑨
イ

・
ほ
い
の
⑦
業
ン

対
市
域
最
が
職
イ
テ

に
都
地
⑤
率
理
ア
イ

の
②
ど
・
比
管
人
テ

あ
い
デ
小
年
動
イ

は
き
イ
が
定
活
テ

で
大
ア
校
⑥
に
イ

性
が
体
務
・
者
テ

男
模
団
勤
い
験
ン

し
規
・
長
高
経
デ

イ iy 人 ア イ


